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関西大学独逸文学会行事記録
（昭和54年4月～昭和55年3月）
〇昭和54年 7月1日 昭和54年度総会および第47回研究発表会
総会議事
1)会長挨拶 見次直雄
2)会長改選の件
3)道家忠道先生へ「独逸文学」 23号（古稀記念号）の贈呈式
4)編集報告 新谷浩堆
5)会計報告 福岡四郎
研究発表
「戦後ドイツの語学研究史について」
帰朝報告
〇昭和54年12月2日 第48回研究発表会
議事
1)会長挨拶 見次直雄
2)委員会報告 小川 悟
研究発表
寺川 央
宇佐美幸彦
出席者34名
ゲーテのミニオン一克服される形姿として一
シンポジウム
金沢和男
なぜゲルマニスティクか？ 基調報告 小川 悟
宇佐美幸彦
出席者26名
｢独逸文学」第25号執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，昭和55年6月30日までに編集委員会に申し出ること．論
文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内，横書）を，論文題目・口頭
発表の有無および日本文・ドイツ文の別を記したものとともに，昭和55年
9月30日までに編集委員会に送付．
2． 原稿について
i 日本文の場合，本文・注を合計し， 400字詰横害原稿用紙で40枚，
別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．
ii ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 5000語(タイプ印書),レジュ
メは不要．
iii 「書評・紹介」の場合，本文・注を合計し, 30枚以内， レジュメ
不要．
i,ii,iii,いずれの場合も完全原稿を昭和55年10月31日までに，編集委
員会に送付．その際，題目と氏名を日本文・ドイツ文で別紙に記したもの
を添えること．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお執筆
申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求のこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用有無につては編集委員会一任のこと． I
1
’
編集後記
「独逸文学」第24号ができ上りましたので，ここにお届けします．本号は文学関係
4編と語学関係3編の合計7編の論文を収載し，両分野均衡のとれた形になりました．
執筆者も二宮，杉谷，福岡の専任教員と，近畿大教授平川先生および大阪経法大非常
勤講師佐藤さん，大学院博士課程在学の井上,山取の新進気鋭の学徒の，内外学会員
平均した執筆となりました．ご投稿いただいた各位に厚くお礼申し上げます．
本学会活動の一環として，第1回シンポジウム「なぜゲルマニスティクか」が開か
れましたが，その報告および討議要旨を掲載しました．今後このような形の共同討議
によって，本学会の一層の充実が期待されます．今回「書評・紹介」の投稿がありま
せんでしたが，次号よりお待ちしています．なお学会財政の都合上，次号より記念号
を除き，掲載論文を数編に限定せざるを得なくなりました．採用の有無については編
集委員会に一任いただきたいと存じます．
昭和55年3月
第24号編集委員 福岡四郎
杉谷眞佐子
浜本隆志
八亀徳也
二宮まや
芳原政弘
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